
世界的紛争拡大シナリオにおける

米国株式市場の戦略的分析

防衛・資源・技術セクターの有望10銘柄に関する包括的レポート



エグゼクティブ・サマリー

冷戦終結以降、世界はかつてないほどの地政学的構造の再編期を迎えています。東欧に

おける消耗戦の長期化、中東における非対称紛争の激化、そしてインド太平洋地域にお

ける大国間の緊張の高まりは、既存の国際秩序に対する体系的な挑戦へと変貌を遂げて

います。

米国および同盟国の防衛産業基盤は、数十年にわたる「平和の配当」を享受した効率重

視の体制から、有事を想定した「戦時能力」への転換を余儀なくされています。このパ

ラダイムシフトは、国家の生存と戦力投射能力を維持するために、資本、技術、そして

資源がどのように配分されるかという根本的な変革を意味しています。

現代の戦争経済においては、テキサスの液化天然ガスターミナルやネバダのチタン精製

施設は、フォートワースの戦闘機組立ラインと同等に戦略的に不可欠な資産です。本レ

ポートでは、構造的な優位性を持ち、業績の飛躍的な向上が見込まれる米国企業10社を
選定し、詳細な分析を行います。



戦略的選定銘柄一覧
「民主主義の兵器廠」ポートフォリオ

キネティック・産業基盤

Lockheed Martin (LMT)

RTX Corporation (RTX)

General Dynamics (GD)

Northrop Grumman (NOC)

デジタル主権・非対称戦

Palantir Technologies (PLTR)

L3Harris Technologies (LHX)

Palo Alto Networks (PANW)

戦略的レジリエンス

Rocket Lab USA (RKLB)

Cheniere Energy (LNG)

ATI Inc. (ATI)

これらの企業は、受注残高、技術的な参入障壁、サプライチェーンにおける支配力、そして米国の国家安全保障戦略との整合性を基準に選定されまし

た。



キネティック・産業基盤の中核企
業

Lockheed Martin (LMT)
航空優勢と長距離打撃のアーキ
テクト

F-35ライティングIIは、単なる戦闘機では
なく、NATOおよびインド太平洋の同盟国
における防空の「オペレーティング・シ

ステム」となっています。紛争リスクが

高まる中、ドイツ、ポーランド、カナ

ダ、フィンランド、スイスなど、調達が

加速しています。

受注残高: 1,790億ドル
防衛売上比率: 96%
主要製品: F-35、精密打撃ミサイル

(PrSM)、HIMARS

RTX Corporation (RTX)
弾薬消費と推進システムの支配

世界最大の誘導ミサイルおよび防空シス

テムメーカーです。Patriot防空システム
は、欧州戦域において極超音速ミサイル

や弾道ミサイルの脅威に対する唯一の信

頼できる盾として再評価されています。

受注残高: 2,000億ドル以上
防衛売上比率: 55%
主要製品: Patriot、AMRAAM、F135エン

ジン



地上戦力と核抑止力

General Dynamics (GD)

エイブラムス戦車は依然として地上戦の王者で

あり、GDは米国の唯一のメーカーです。ポーラ
ンドなどの東欧諸国がソビエト時代の装備を一

掃し、エイブラムスへの転換を進めています。

受注残高: 900億ドル以上
防衛売上比率: 70%

原子力潜水艦による戦略的優位性

Electric Boat部門が製造するコロニア級弾道ミサ
イル潜水艦プログラムは、米海軍の最優先調達

事項です。核の三本柱のうち最も生存性の高い

海上抑止力を今後数十年にわたって保証します。

AUKUS: オーストラリアへの原子力潜水艦技術提
供

Northrop Grumman (NOC)

世界初の第6世代航空機とされるステルス爆撃機
B-21レイダーの主契約企業です。世界で最も高度
な防空網を突破し、敵の中枢を打撃するために

設計されています。

受注残高: 800億ドル以上
防衛売上比率: 90%



デジタル主権と非対称戦の最前線
情報優位性を巡る争い

戦争の性質は、純粋な物理的破壊の応酬から、情報優位性を巡る争いへと進化していま

す。データを処理し、ネットワークを防衛し、敵の通信を妨害する能力は、今やミサイ

ル攻撃と同等の致死性を持ちます。

Palantir Technologies (PLTR)

米軍の指揮統制における中枢神経系へ

と変貌を遂げました。Artificial 
Intelligence Platform (AIP)は、衛星、
ドローン、レーダー、人的諜報からの

データを「単一のガラス板」に統合し

ます。

主要契約: TITAN、Maven Smart 
System (4億8,000万ドル)

政府売上比率: 55%

L3Harris Technologies (LHX)

固体ロケットモーター(SRM)の供給不
足において、Aerojet Rocketdyne買収
により戦略的な要衝を握りました。ほ

ぼすべてのミサイルにSRMが必要とさ
れます。

受注残高: 300億ドル以上
防衛売上比率: 75%

Palo Alto Networks (PANW)

米国の本土重要インフラは、国家支援型のサイバー攻撃の標的となります。統合さ

れたプラットフォームのリーダーとして、連邦政府にとってのプリファード・ベン

ダーとなっています。

主要製品: ネットワークセキュリティ、Prisma、Cortex



戦略的レジリエンス:エネルギーと資源
世界大戦とは、究極的には兵站の戦いです

Cheniere Energy (LNG)
エネルギー安全保障のバッテリー

ウクライナ戦争は、欧州における「安価なロシア産ガス」の時代を終わらせました。こ

の構造的な断絶は不可逆的です。欧州は今や、電力と工場を稼働させるために米国に依存

しています。

Cheniereは、サビーン・パスおよびコーパスクリスティという液化施設を所有・運営して
います。これらは複製が困難な、巨額の資本を要する資産です。長期の固定料金契約

(Take-or-Pay契約)により、安定したキャッシュフローが保証されます。

ビジネスモデル: 長期固定料金契約
配当利回り: 約1.0%

ATI Inc. (ATI)
チタンの自立と供給網防衛

チタンは航空宇宙産業の金属です。歴史的に、ロシアのVSMPO-AVISMA社が世界の航空

宇宙用チタン市場の大部分を支配していましたが、航空宇宙産業はこのロシア依存から

の脱却を進めています。

ATIは、ロシアや中国以外で航空宇宙グレードのチタンスポンジおよび製品を大規模に生
産できる数少ない企業の一つです。最近のボーイングとの長期契約の拡大は、業界がATI

をサプライチェーンの保証人と見なしていることを示しています。

防衛・航空宇宙売上比率: 45%



宇宙領域の軍事利用拡大
Rocket Lab USA (RKLB): 即応的宇宙能力

宇宙は係争領域です。対等な敵国との戦争において、衛星はジャミングされ、盲目にさ

れ、あるいは破壊されます。破壊された衛星を迅速に打ち上げ、能力を回復する「即応

的宇宙」能力は、極めて重要な軍事要件となっています。

SpaceXの代替と冗長性

国防総省は単一障害点を避けるために、打ち上げプロバイダーの多様性を

求めています。Rocket Labは、一貫した成功実績(Electronロケット)と開発
中の再使用型中型ロケット(Neutron)を持つ、SpaceX以外の唯一の信頼でき

る打ち上げ企業です。

垂直統合とSDA契約

Rocket Labは衛星バス(Photon)も製造しています。宇宙開発庁から、衛星

コンスティテューション(Proliferated Warfighter Space Architecture)の構築
と打ち上げに関する重要な契約を獲得しています。

NSSL認定

国家安全保障宇宙打ち上げ(NSSL)フェーズ3のレーン1プロバイダーとして

選定されたことは、宇宙軍が同社を主要なパートナーとして認めたことを

意味します。



財務健全性と投資指標の比較

企業名 防衛売上比率 受注残高 予想PER 配当利回り 参入障壁

Lockheed Martin 96% $179B 17倍 2.5% 極大

RTX Corp 55% $200B+ 18倍 2.4% 大

General Dynamics 70% $90B+ 19倍 2.0% 極大

Northrop Grumman 90% $80B+ 20倍 1.5% 極大

Palantir 55% N/A 80倍 0% 大

L3Harris 75% $30B+ 15倍 2.0% 大

Cheniere Energy 戦略的 長期契約 12倍 1.0% 中

ATI Inc. 45% 受注生産 25倍 0% 大

Palo Alto Networks 政府大 RPO成長 50倍 0% 大

Rocket Lab 50%+ $1B+ 赤字 0% 中

これらの企業は、受注残高の規模、技術的な参入障壁、そして米国の国家安全保障戦略との整合性において、極めて強力な競争優位性を持っています。



最終推奨サマリー
地政学が経済学に優先する世界において

米国の防衛産業基盤は単なる市場の一セクターではなく、市場そのものが存在するための前提条件です。これらの企業はその安全保障の保証人であり、

それを維持するために必要な資本の奔流を受け取る受益者となる蓋然性が極めて高いです。

資産保全とインカム重視

Lockheed Martin (LMT)

General Dynamics (GD)

RTX Corporation (RTX)

安定した配当と受注残高による収益の見通し

成長と技術的優位性重視

Palantir Technologies (PLTR)

Rocket Lab USA (RKLB)

Palo Alto Networks (PANW)

AIと宇宙領域における高成長ポテンシャル

インフレヘッジと戦略物資重視

Cheniere Energy (LNG)

ATI Inc. (ATI)

L3Harris Technologies (LHX)

Northrop Grumman (NOC)

サプライチェーン支配力と資源の自給自足

重要な注意事項: 本レポートは、現在の地政学的トレンドと産業構造の分析に基づくものであり、特定の紛争拡大シナリオにおける将来のパフ
ォーマンスを予測するものです。投資判断においては、個々のリスク許容度を考慮する必要があります。


